
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和６年度杉並区一般会計予算」に対する各会派の賛否 

会
派
・
人
数 

自
無 

共
産 

立
憲 

公
明 

無
都 

維
無 

生
ネ 

れ
耕 

安
心 

参
政 

革
新 

セ
ン 

緑
グ 

杉
わ 

共
生 

無 

10 ６ ６ ６ ４ ４ ２ ２ １ １ １ １ １ １ １ １ 

賛
否 

×

６ 

〇 〇 〇 

×
 〇

３ 

〇 〇×
 

〇 

×
 

×
 

×
 〇 

×
 〇 

×
 

【賛否】〇／賛成、×／反対。自無は 10名中４名が退席。無維は１名が議長のため賛否は３名のみ表明。れ

耕は賛成１、反対１と賛否が分かれた。 

【会派の名称】自無／自民党・無所属杉並区議団、無都／無所属・都民ファーストの会、維無／維新・無所属

議員団、生ネ／区議会生活者ネットワーク、れ耕／れいわを耕す、安心／安心・安全杉並の会、参政／参政

党杉並、革新／都政を革新する会、セン／杉並をセンタク致し候、緑グ／緑の党グリーンズジャパン、杉わ

／杉並わくわく会議、共生／共に生きる杉並、無／無所属（堀部） 

岸本区政の新年度予算案 

日本共産党 前杉並区議会議員 

杉並区民新聞 2024 年３月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

員
給
与
の
引
き
上
げ
）
や
ケ
ア
労
働
者

へ
の
支
援
拡
充
も
予
算
化
さ
れ
ま
し

た
。
山
田
元
区
長
の
区
政
運
営
に
よ
る

職
員
削
減
の
影
響
が
続
い
て
き
ま
し

た
が
、
職
員
定
数
の
拡
充
も
示
さ
れ
た

こ
と
は
前
向
き
な
変
化
で
す
。 

前
区
政
の
残
し
た
様
々
な
問
題 

 

住
民
と
の
対
話
の
努
力
を 

 

新
年
度
予
算
は
、
住
民
の
く
ら
し
を

守
る
た
め
の
予
算
が
多
数
盛
り
込
ま

れ
、
公
共
の
再
生
に
向
け
た
予
算
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
す
。 

 

同
時
に
、
党
区
議
団
は
物
価
高
騰
対

策
の
充
実
、
家
賃
助
成
の
早
期
実
施
、

国
保
料
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
組

な
ど
の
積
極
的
提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
前
区
政
の
諸
問
題
（
施
設
再

編
、
阿
佐
谷
北
東
ま
ち
づ
く
り
）
は
、

住
民
と
の
対
話
の
努
力
を
継
続
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

予
算
に
は
、
党
区
議
団
の
ほ
か
、
立

憲
、
公
明
な
ど
２
７
人
が
賛
成
。
自
無

は
１
０
人
の
う
ち
４
人
が
退
席
し
６

人
が
反
対
。
無
都
な
ど
と
合
わ
せ
１
６

人
が
反
対
し
ま
し
た
。(
下
表
参
照) 

杉
並
区
議
会
第
１
回
定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
議
案
の
採
決

が
行
わ
れ
、
岸
本
区
長
の
二
度
目
の
予
算
提
案
と
な
る
令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
区
議
団
も
賛
成
し
ま
し
た
。 

本
会
議
の
賛
否
は
賛
成
が
２
７
名
、
反
対
が
１
６
名
で
可
決 

 

X（旧 Twitter）ID 

 

党
区
議
団
は
岸
本
区
長
の
予
算
案

に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委
員
会
最
終

日
に
意
見
開
陳
を
行
い
ま
し
た
。 

本
予
算
で
は
、
能
登
半
島
地
震
を

受
け
て
震
災
対
策
の
拡
充
、
学
校
給

食
費
の
無
償
化
の
継
続
と
私
立
や
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
象
拡
大
、
２３

区
最
下
位
だ
っ
た
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
の
５
カ
年
で
の
１
０
０
％
へ
の

推
進
、
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助

成
の
予
算
の
倍
化
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
に
よ
る
雨
水
流
出
抑
制
対
策
の

推
進
、
区
民
参
加
型
予
算
（
２
０
２

４
年
度
は
防
災
分
野
）
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。 

公
共
の
再
生
に
向
け
た
予
算 

 

公
務
を
支
え
る
労
働
者
の
処
遇
改

善
（
公
契
約
条
例
の
労
働
報
酬
下
限

額
の
引
き
上
げ
、
会
計
年
度
任
用
職

員
給
与
の 

提
出
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
の
結

果
は
こ
ち
ら
◀ 

    

▶
今
定
例
会
の

議
案
・
議
決
の

結
果
は
こ
ち
ら 

 

 

 

 

 

▲閉会のあいさつを 

する岸本聡子区長 

（３月１８日） 

2024 年３月 27 日 №181 



   

都政・区政報告会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりカフェのバックナンバーも掲載 

 

３
月
２
８
日
、
地
元
の
天
沼
に
「
天

沼
い
こ
い
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
場
所
は
日
大
二
高
の
南
側
の
住

宅
街
（
天
沼
１-

４２-

１３
）
に
あ
り
、

区
民
か
ら
区
に
遺
贈
を
受
け
た
土
地

に
整
備
し
た
身
近
な
公
園
で
す
。
昨

年
１
２
月
頃
か
ら
工
事
を
し
て
い

て
、
私
は
前
を
通
る
た
び
に
開
園
す

る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。 

公
園
に
は
ベ
ン
チ
と
水
道
、
植
栽

も
少
し
あ
り
ま
す
。
住
宅
が
密
集
し

た
地
域
で
も
あ
る
の
で
空
地
と
な
り

防
災
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
し
、
そ 

   

の
名
前
の
通
り
、
地
域
の
高
齢
者
や

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
、
二
高
の
生
徒

さ
ん
た
ち
の
憩
い
の
場
に
な
れ
ば
良

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
の

方
は
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。  

 

あ
き
こ
の
部
屋 

郵便振替 口座番号  

００１７０－９－１４０３２１ 

加入者名  

日本共産党災害募金係 

通信欄に能登募金]と記載のこと。 

能登半島地震救援募金 
にご協力をお願いします。 

２
１
名
の
参
加
で
会
場
は
満
席
！ 

２
３
日
に
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
ム
杉
並

で
「
天
沼
地
域
み
ん
な
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
、
２
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
私
は
１
８
日
に
閉
会
し
た
杉
並
区

議
会
第
１
回
定
例
会
で
の
陳
情
審
査

の
状
況
な
ど
を
報
告
。
区
民
か
ら
出
さ

れ
た
陳
情
が
審
査
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
区
議
会
の
前
向
き
な
変
化
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。 

原
田
あ
き
ら
都
議
か
ら
は
、
都
議
会

で
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
た
め

の
補
助
金
や
高
校
授
業
料
の
実
質
無

償
化
（
所
得
制
限
の
撤
廃
）
、
能
登
半

島
地
震
を
受
け
て
の
住
宅
の
耐
震
化

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

募金は中央委

員会を通じて

全額を被災地

と被災した自

治体への支援

に充てます。 

参
加
者
か
ら
は
、「
学
校
給
食
費
の

無
償
化
で
有
機
農
業
や
都
市
農
業
を

応
援
し
た
い
」「
高
校
授
業
料
の
無
償

化
を
求
め
る
署
名
を
集
め
て
い
た
け

ど
、
実
現
す
る
な
ん
て
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
ご
い
。
」
「
働
い
て
い

る
子
は
都
の
０
１
８
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
家
賃

補
助
な
ど
が
で
き
な
い
か
」
な
ど
、
意

見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

震
災
対
策
・
住
宅
施
策
の
拡
充
を 

特
に
震
災
対
策
に
つ
い
て
は
「
自

宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
工
事
を
考
え

て
い
る
が
、
居
住
者
全
員
の
合
意
を

得
ら
れ
な
い
。
行
政
は
在
宅
避
難
を

進
め
る
よ
う
な
の
で
補
助
金
の
拡
充

を
」
と
の
具
体
的
な
声
も
。 

「
数
年
前
に
他
県
か
ら
引
っ
越
し

て
き
た
が
、
東
京
は
公
営
住
宅
が
少

な
す
ぎ
る
。
公
社
住
宅
も
家
賃
が
高

い
。」
な
ど
住
宅
政
策
へ
の
要
望
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
こ
う
し
た
つ
ど

い
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
声
を
参
考

に
、
国
会
や
地
方
議
会
で
予
算
要
望

や
議
会
質
疑
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
野
垣
あ
き
こ
地
域
で
は
月
に
一

回
、
み
な
さ
ん
と
交
流
す
る
つ
ど
い

や
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


